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前提  

技術構成のまとめ 

・MemoTree は .NET 8 / WPF の Windows 専用デスクトップアプリです。csproj のターゲットは net8.0-windows10.0.19041.0 で、 

 おおよそ Windows 10 2004(20H1)以降が対象になります。 

・特徴的なのは、メモ欄を WebView2 上の Quill 2.0.2(リッチテキストエディタ) で実装している点です。WPF 本体とは別に、 

 HTML(Assets/quill-editor.html)+ JavaScript でエディタを動かし、WPF↔JS 間をメッセージでやり取りしています。 

・Quill はローカルに同梱されています。従ってオフライン PC でも操作することができます。 

・データはローカル保存で、%AppData%\MemoTree 配下に文書ごとの memo_data{n}.json、5 世代のバックアップ、attachments/pdfs  

 フォルダ、settings.json、WebView2 のユーザーデータが置かれます。 

・クラウド連携やアカウントは無く、完全にローカル完結です。多重起動は Mutex で防止しています。 

・NuGet 依存は 2 つだけで、Microsoft.Web.WebView2(1.0.2792.45)と Microsoft.Xaml.Behaviors.Wpf(1.1.77)です。 

 

※以上のことから 

・このアプリは WebView2 ランタイムが必須です。Windows 11 には標準で入っていますが、Windows 10 では入っていない環境がある 

 ため、その場合には起動時に案内のダイアログが表示されます。画面の指示に従ってインストールお願いします。 

・また、このアプリは.NET 8 デスクトップランタイムも必須です。入っていない場合は、WebView2 の時と同様に起動時に案内のダイアログが 

 表示されますので画面の指示に従ってインストールお願いします。 

 

・MemoTree のインストールはダウンロードした zip ファイルを解凍して、任意の場所にセットするだけです。データやセッティング情報の 

 デフォルトの保存先は上述した%AppData%\MemoTree 配下です。 

 セッティング情報の保存先は変更できませんが、データは任意の場所に変更することが可能です。 

 



 

============================================================================ 

MemoTree の使い方・仕様 

============================================================================ 

・exe からの起動でタスクトレイにアイコンセット 

スタートアップに手動で MemoTree ショートカットをセットすることで、 

(Win+R→shell:startup→ショートカットセット) 

PC 起動時にタスクトレイに MemoTree アイコンがセットされる。 

タスクトレイのアイコンクリックで MemoTree の画面開く 

MemoTree の画面終了✕でアイコンに戻る 

タスクトレイアイコンは常駐 

タスクトレイアイコンを右クリック→終了で MemoTree アプリが終了(Alt+F4) 

・tree 型のメモ管理 

・3 文書の tree 管理 

・下階層(子)同階層(兄弟)メモ追加 

子階層追加で親階層はフォルダアイコンに変わる 

・カーソル位置に画像保存 

・PDF をノードに追加、画像イメージで内容表示 

データ保存フォルダに元 PDF のコピーを保存 

PDF 表示中はメモ欄は読み取り専用 

・メモ単位のロック(保護) 

ロック中はエディタを読み取り専用、背景色も変更 

ツリーでの名前変更・削除もブロック 

ロックアイコンはツリー上のノード名の横に表示 



文書間移動処理も不可 

・▲▼▶◀で tree 階層のメモ移動 

・展開折り畳みボタン 

・ノード一覧の表示非表示ボタン 

・常に最前面ボタン 

・Quill ツールバーの非表示トグル 

・あいまい検索、ノード内・文書内・すべての文書内の切替 

検索結果アイテム選択でメモ表示 

・ブログコピペボタン・・・wordpress などのブログページへのコピペで enter(段落),shift+enter(改行)を空白行挿入(段落)、通常改行(改行)

でシミュレート 

 

【設定メニュー】 

・フォントの変更 

・文字サイズの変更・・14px,16px,18px 

・ライト・ダーク切替 

・自動保存・・初期値 60 秒 settings.json に保存 

・文書名の変更 

・印刷 

・保存先の変更(デフォルトはユーザーの AppData/Roaming/MemoTree) 

データファイルのみ保存場所変更可能 

・起動時に自動でバックアップ、5 世代のバックアップから復元可能 

 

その他 

・文書の保存(Ctrl+S) 



・ノードの右クリックメニューから他文書への移動処理 

・ホームページの構造をできるだけ維持(見た目のみ)してコピペ 

・ネット接続オフ利用可 

================================================= 

Quill のツールバーボタンを左から 

① Normal ▼ 見出しレベルの選択。Normal／H1／H2／H3 などを切り替える。 

② B I U S 太字／斜体／下線／取り消し線。テキストを選択してクリック。 

③ A ＿（色） 文字色／背景色（ハイライト）の変更。▼で色を選択。 

④ ≔ ≡（リスト） 番号付きリスト／箇条書きリスト。 

⑤ ⇥ ⇤（インデント） インデントを増やす／減らす。リストの階層化にも使う。 

⑥ 99（引用） blockquote（引用ブロック）。左に縦線が入ったスタイルになる。 

⑦ <>（コードブロック） 等幅フォントのコードブロック。プログラムコードの貼り付けに。 

【重要】コードブロックを追加するとすぐ上に「  cb:」がセットされる。「  cb:」は変更不可。 

⑧ 꼏꼐（リンク） 選択テキストに URL リンクを設定する。 

⑨ 🖼（画像） 画像を URL で挿入。ファイルから挿入する場合はツールバーの「画像追加」ボタンを使う。 

⑩ ≡（配置） 左揃え／中央揃え／右揃え。 

⑪ Tx（書式クリア） 選択範囲の書式をすべて除去してプレーンテキストに戻す。 

基本的な使い方は「テキストを選択 → ボタンをクリック」 見出しやリストはカーソルを置くだけで行全体に適用される。 

※メニューバーの´A´ボタンで表示非表示切替 

 

 

 

 

 



【文書の切替】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文書の切替 



【カーソル位置に画像の添付】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画像選択、ドラッグドロップ 表形式の取り込み 



【PDF の取り込み】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PDF の取り込み 



【メモのロック】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メモのロック 



【ノード一覧非表示・書式ツールバー非表示】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノード一覧
非表示 

ツールバー
非表示 

コードブロック内の字下げ 



【検索:ノード内・文書内・全文書】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検索結果欄のメモをクリックする
と該当箇所がメモ欄に表示され
る 

検索 



【設定】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

以上 

設定 


